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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種機器を制御するためのコードを記憶し発信するリモコンに、前記機器を判別するた
めの機器判別信号を発信する機器識別装置であって、
　Ｎ型端子が接地端子に接続された入射光量に応じた発電電流を流すフォトダイオードと
、
　前記フォトダイオードからの電流がドレインに供給されるＭＯＳトランジスタと、
　前記ＭＯＳトランジスタのドレイン電圧が所望の電圧となるように、前記ＭＯＳトラン
ジスタのゲート電圧を制御するローパスフィルタと、
　抵抗素子と容量素子を備え、前記ＮＭＯＳトランジスタのドレイン電圧が入力される第
二のローパスフィルタと、
　前記第二のローパスフィルタの前記抵抗素子の両端の電圧を検出する検出回路と、を備
え、前記リモコンからの光信号を前記発電電流の増加によって検出するリモコン信号検出
部と、
　前記リモコンから光信号を受信する受信部と、
　前記受信部が受信した信号を解読する信号解読部と、
　前記信号が機器選択信号のときに機器判別信号を送信する送信部と、を備え、
　前記リモコン信号検出部の検出信号を受けて、前記受信部と前記信号解読部と前記送信
部の動作を開始する、ことを特徴とする機器識別装置。
【請求項２】
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　各種機器を制御するためのコードを記憶し発信するリモコンと、
　前記リモコンに、前記機器を判別するための機器判別信号を発信する請求項１に記載の
機器識別装置と、
を有したことを特徴とするリモコンシステム。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複数の電子機器を遠隔操作できるマルチリモコンシステムに係わり、特に従来
よりも消費電力の少ない機器識別装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、家庭にはリモコンによって操作できる電子機器が多く普及し、同じ部屋の中に複
数のリモコンが存在している場合も多い。そのため、所望の機器をリモコンで操作したい
場合に、それぞれのリモコンが邪魔になったり、リモコンを探す手間がかかったりする場
合がある。
　その問題を解決するために、複数のリモコンの機能を１台のリモコンで提供できる、学
習リモコンやマルチリモコンといった製品が市販されている。
【０００３】
　しかしそれらは、あらかじめ使用する機能を手作業で登録しなければならず手間がかか
る、決められた機能しか使用できず新たな電子機器のリモコン機能を追加できない等の問
題や、ボタン数が多く操作が難しいといった問題がある。
　その対策として、電子機器に設置された機器識別装置から機器識別コード信号を送り、
リモコンをその機器を操作するための機能に変更する手法が提案されている。
【０００４】
　図５に、従来の機器識別装置の内部ブロック図を示す。機器識別装置は、電源部５０１
、赤外線受信部１０３、信号解読部１０４、赤外線送信部１０５から構成される。赤外線
受信部１０３は、リモコンからの機器選択信号を赤外線で受け取り、その中に含まれるコ
ード信号を信号解読部１０４に渡す。信号解読部１０４は、前記コード信号の意味を解読
し、それがリモコンからの機器選択信号ならば赤外線送信部１０５に機器識別コード信号
の送信を依頼する。赤外線送信部１０５は、機器識別コード信号を赤外線でリモコンに送
信する。ここで電源部５０１は常に電力を赤外線受信部１０３、信号解読部１０４、赤外
線送信部１０５に供給している（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－１２３４７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし上述したような従来の機器識別装置において、赤外線受信に使用される逆接続の
フォトダイオード又はフォトトランジスタは、赤外線光量の変化を検出するために常に消
費電流が流す必要がある。従って、リモコンからの機器識別コード信号を常に受信できる
状態に保つために、待機時に電力を消費してしまう。そのため、機器識別装置を電池駆動
とした場合に、待機時に電池が消耗していまい、頻繁に電池を交換しないといけなくなり
、リモコンシステムを使いづらいものにしている。
【０００７】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたもので、従来よりも消費電力が少なく、使い勝手
のよいリモコンシステムを提案する。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本実施形態のリモコンシステムは、上記課題を解決するために、リモコンから光信号を
検出するリモコン信号検出部と、リモコンから光信号を受信する受信部と、受信部が受信
した信号を解読する信号解読部と、信号が機器選択信号のときに機器判別信号を送信する
送信部と、リモコン信号検出部の検出信号を受けて、受信部と信号解読部と送信部の動作
を開始することで、待機時の消費電力を最小限にした機器識別装置とした。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明により、リモコンからの信号を検知する機器識別装置の待機時の消費電力を最小
限にすることで、従来よりも消費電力の少ない機器識別装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態の機器識別装置の内部ブロック図である。
【図２】本実施形態の機器識別装置におけるリモコン信号検出回路の概略回路図の一例で
ある。
【図３】本実施形態の実施環境例である。
【図４】本実施形態のリモコンシステムの動作フローである。
【図５】従来の機器識別装置の内部ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜機器識別装置について＞
　機器識別装置は、リモコンからの機器選択信号を受け取り、機器識別装置固有の機器識
別コード信号を返す機能を持っている。
　図１に、本実施形態の機器識別装置の内部ブロック図を示す。図１の機器識別装置は、
リモコン信号検出部１０１、電源制御部１０２、赤外線受信部１０３、信号解読部１０４
、赤外線送信部１０５から構成される。
【００１２】
　リモコン信号検出部１０１は、リモコン信号のような急激な光量の変化を検出すると、
赤外線信号を検出したことを示す検出信号を出力する。リモコン検出部１０１は赤外線信
号をフォトダイオードで受け取り、その発電特性を利用してリモコン信号の検出信号を出
力するので、検出動作時以外の待機時にはほとんど電力を消費しない。電源制御部１０２
は、前記検出信号を受け、赤外線受信部１０３、信号解読部１０４、赤外線送信部１０５
に電源を供給する。赤外線受信部１０３は、赤外線信号を受け取り、その中に含まれるコ
ード信号を信号解読部１０４に渡す。信号解読部１０４は、前記コード信号の意味を解読
し、それがリモコンからの機器選択信号ならば赤外線送信部１０５に機器識別コード信号
の送信を依頼する。前記コード信号がリモコンからの機器選択信号でなければ電源制御部
１０２に赤外線受信部１０３、信号解読部１０４、赤外線送信部１０５の電源供給を止め
るよう依頼し、初期状態に戻す。赤外線送信部１０５は、機器識別コード信号の送信後、
電源制御部１０２に赤外線受信部１０３、信号解読部１０４、赤外線送信部１０５の電源
供給を止めるよう依頼し、初期状態に戻す。
【００１３】
　以上のように、機器識別装置は、待機時に電力をほとんど消費しないリモコン信号検出
部１０１で赤外線信号を監視し、検出したときにだけ電源制御装置１０２によって赤外線
受信部１０３、信号解読部１０４、赤外線送信部１０５に電源を供給し、受信した赤外線
がリモコンからの機器選択信号であったときにのみ機器識別コード信号を返すので、待機
時に電力をほとんど消費することなく、必要なときにだけリモコンと赤外線通信をするこ
とができる。
【００１４】
　もし、リモコン信号検出部において赤外線信号を検出し、そのコード信号を解読するこ
となく機器識別コード信号を送ると、機器識別装置を付けた電子機器同士が近くにあった
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場合、１つの機器識別装置がリモコンからの機器選択信号に反応して機器識別コード信号
を送り返し、その機器識別コード信号を別の機器識別装置が受け取り、リモコンからの機
器選択信号と区別が付かず機器識別コード信号を送り返し、またその機器識別コード信号
に１つ目の機器識別装置が反応するという動作が繰り返されてしまう。この現象が起こる
と正しい赤外線通信が行えないばかりでなく、機器識別装置で無駄な消費電力が消費され
てしまう。本発明では、前記現象を防止するために機器識別装置にリモコン信号検出部、
赤外線送信部の他に赤外線受信部、信号解読部を設け、リモコン信号検出部で赤外線信号
を検出した後、赤外線受信部、信号解読部で前記赤外線のコード情報を読み取り、それが
リモコンからの機器選択信号であった場合のみ機器識別コード信号を送信する構成とした
。また、リモコン信号検出部の検出信号を受けてから赤外線受信部、信号解読部、赤外線
送信部に電源を供給することで、従来のシステムに比べ、機器識別装置の待機時の消費電
力を大幅に削減した。
【００１５】
　リモコン信号検出回路は、赤外線に限らず可視光線でも動作するので、機器選択信号の
送信は赤外線の代わりに、可視光線で行ってもよい。
　リモコン信号検出に用いるフォトダイオードと、リモコン信号受信に用いるフォトダイ
オードは兼用してもよい。さらに、それらと機器識別コード信号送信用の赤外線ＬＥＤを
リモコン信号検出用のフォトダイオードとして兼用してもよい。
【００１６】
　機器識別装置は、電池駆動としてもよいし、家電内に内蔵し家電と電源部を共用するか
、家電用電源から機器識別装置電源用の大容量コンデンサや二次電池などの充電部に家電
動作時に充電しておく構造にしてもよい。
　機器識別装置を家電内に内蔵した場合、家電用の赤外線信号受信部と機器識別装置の赤
外線信号受信部を兼用させることができる。また、リモコン信号検出後に電子機器そのも
のの電源も制御することによって、電子機器自体の待機時電力を減らすこともできる。
　機器識別コード信号は機器識別装置に固有である。それはあらかじめ設定しておく方法
、スイッチで設定する方法、パソコンなどとの通信で設定する方法が考えられる。
【００１７】
＜リモコン信号検出回路について＞
　図２にリモコン信号検出回路の概略回路図の一例を示す。図２のリモコン信号検出回路
は、フォトダイオード２１０と、ＮＭＯＳトランジスタ２１１と、ローパスフィルタ２０
１と、抵抗素子２０２と、容量素子２０３と、検出回路２０４と、出力端子２１２と、レ
ベルシフト回路（ＬＳ回路）２１３と、ＣＭＯＳレベル信号出力端子２１６を備える。
【００１８】
　フォトダイオード２１０は、Ｎ型端子がＧＮＤ端子に接続され、Ｐ型端子がＮＭＯＳト
ランジスタ２１１のドレインと、ローパスフィルタ２０１の入力端子２０５と、抵抗素子
２０２の片側端子と、検出回路２０４の第１の入力端子２０７に接続される。ローパスフ
ィルタ２０１は、出力端子２０６がＮＭＯＳトランジスタ２１１のゲートに接続される。
ＮＭＯＳトランジスタ２１１は、ソースがＧＮＤ端子に接続される。抵抗素子２０２は、
フォトダイオード２１０のＰ型端子に接続される片側端子以外の片側端子が、容量素子２
０３の片側端子と、検出回路２０４の第２の入力端子２０９に接続される。容量素子２０
３は、抵抗素子２０２の片側端子と接続された片側端子以外の片側端子が、ＧＮＤ端子に
接続される。検出回路２０４は、遅延状態信号出力端子２０８が出力端子２１２と、レベ
ルシフト回路２１３の入力端子２１４に接続される。レベルシフト回路２１３は、出力端
子２１５がＣＭＯＳレベル信号出力端子２１６に接続される。なお、図示はしないが、Ｖ
ＤＤ端子には電源からプラスの電圧が供給され、ＧＮＤ端子には電源から基準電圧が供給
される。
【００１９】
　フォトダイオード２１０は、光電変換特性により、入射される光量に応じた電流を供給
する。ＮＭＯＳトランジスタ２１１は、フォトダイオード２１０からの電流をドレインか
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らソースに流す。ローパスフィルタ２０１は、入力端子２０５から入力されるＮＭＯＳト
ランジスタ２１１のドレイン電圧のＤＣ成分のみを出力端子２０６に出力する。抵抗素子
２０２は、容量素子２０３とでローパスフィルタを構成しており、このローパスフィルタ
は、ローパスフィルタ２０１より高い周波数のＡＣ成分を通すことができる。検出回路２
０４は、第１の入力端子２０７と第２の入力端子２０９とで、抵抗素子２０２の両端子間
に発生する電圧を検出し、この検出結果を遅延状態信号出力端子２０８から出力する。そ
して、レベルシフト回路２１３は、入力端子２１４から入力される信号をＣＭＯＳレベル
信号に変換し、この変換したＣＭＯＳレベル信号を、出力端子２１５から出力する。
【００２０】
　なお、検出回路２０４の遅延状態信号出力端子２０８から出力される信号は、抵抗素子
２０２の両端子の電圧が、所定レベル未満の場合は、ＧＮＤ端子電圧のローレベル信号が
出力され、所定レベル以上の場合は、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のドレイン電圧である
フォトダイオード２１０の発電電圧が出力される。
　上述したように構成されたリモコン信号検出回路は、以下のように動作して入射する光
量の変化を検出する。
【００２１】
　まず、周囲が暗い場合の動作について説明する。フォトダイオード２１０に定常的な電
流が流れないので、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のドレインは、ほぼＧＮＤ端子電圧とな
る。そのため、ローパスフィルタ２０１の入力端子２０５は、ほぼＧＮＤ端子電圧となる
。従って、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のゲートがほぼＧＮＤ端子となり、ＮＭＯＳトラ
ンジスタ２１１はオフする。また、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のドレインが、ほぼＧＮ
Ｄ端子電圧となっているので、検出回路２０４の遅延状態信号出力端子２０８は、検出条
件に関係なく、ＧＮＤ端子電圧のローレベル信号が出力される。従って、出力端子２１２
には、ＧＮＤ端子電圧のローレベル信号が出力されるので、ＣＭＯＳレベル信号出力端子
２１６には、ＶＤＤ端子電圧のハイレベル信号が出力される。
【００２２】
　そして、上記周囲が暗い状態から、光信号が入射されたり、周囲が急に明るくなったり
して、フォトダイオード２１０からの電流が急に流れ出せば、ＮＭＯＳトランジスタ２１
１に流れる電流が、フォトダイオード２１０からの電流まで増加するまでの間、ＮＭＯＳ
トランジスタ２１１のドレイン電圧は上昇する。そして、ＮＭＯＳトランジスタ２１１の
ドレイン電圧が上昇している期間は、抵抗素子２０２の両端子間に電圧が発生するので、
検出回路２０４は、抵抗素子２０２両端子間に所定レベル以上の電圧が発生していると判
断する。従って、検出回路２０４の遅延状態信号出力端子２０８には、ＮＭＯＳトランジ
スタ２１１のドレイン電圧であるフォトダイオード２１０の発電電圧が出力される。よっ
て上記期間では、出力端子２１２は、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のドレイン電圧である
フォトダイオード２１０の発電電圧となり、ＣＭＯＳレベル信号出力端子２１６にＧＮＤ
端子電圧のローレベル信号が出力される。
【００２３】
　次に、周囲が明るい場合の動作について説明する。フォトダイオード２１０に定常的な
電流が流れるので、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のドレインは、ＮＭＯＳトランジスタ２
１１のしきい値より多少高い電圧に制御される。さらにこの場合、ＮＭＯＳトランジスタ
２１１のドレイン電圧は変化していないので、抵抗素子２０２の両端子間に電圧は生じな
い。従って検出回路２０４は、抵抗素子２０２の両端子間の電圧が所定レベル未満である
と判断し、遅延状態信号出力端子２０８にＧＮＤ端子電圧のローレベル信号を出力する。
よって上記期間では、出力端子２１２は、ＧＮＤ端子電圧のローレベル信号となり、ＣＭ
ＯＳレベル信号出力端子２１６にＶＤＤ端子電圧のハイレベル信号が出力される。
【００２４】
　そして、上記周囲が明るい状態から、光信号が入射されたり、周囲がさらに明るくなっ
たりして、フォトダイオード２１０からの電流が急に増加すれば、ＮＭＯＳトランジスタ
２１１に流れる電流が、フォトダイオード２１０の電流まで増加するまでの間、ＮＭＯＳ
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トランジスタ２１１のドレイン電圧は上昇する。そして、ＮＭＯＳトランジスタ２１１の
ドレイン電圧が上昇している期間は、抵抗素子２０２の両端子間に電圧が発生するので、
検出回路２０４は、抵抗素子２０２両端子間に所定レベル以上の電圧が発生していると判
断する。従って、検出回路２０４の遅延状態信号出力端子２０８には、ＮＭＯＳトランジ
スタ２１１のドレイン電圧であるフォトダイオード２１０の発電電圧が出力される。よっ
て上記期間では、出力端子２１２は、ＮＭＯＳトランジスタ２１１のドレイン電圧である
フォトダイオード２１０の発電電圧となり、ＣＭＯＳレベル信号出力端子２１６にＧＮＤ
端子電圧のローレベル信号が出力される。
【００２５】
　なお、光信号が入射されたり、周囲が急に明るくなったりしてから、しばらく時間が経
過すると、抵抗素子２０２を介して容量素子２０３が充電されるため、抵抗素子２０２の
両端子間に発生した電圧が低下して行き、やがて電圧が無くなる。そして、さらに時間が
経過すると、急に増加したフォトダイオード２１０の電流増加分を、ＮＭＯＳトランジス
タ２１１が流せるようになるので、上記したような、光信号が入射されたり、周囲が急に
明るくなったりする前の状態に戻ることは言うまでもない。
【００２６】
　また、光信号が入射されたり、周囲がさらに明るくなったりして、増加するＮＭＯＳト
ランジスタ２１１のドレイン電圧が、ＶＤＤ端子電圧レベルまで上昇する場合には、出力
端子２１２の信号がＣＭＯＳレベル信号となるので、レベルシフト回路が必要なくなるこ
とは言うまでもない。
【００２７】
　図２のリモコン信号検出回路は、抵抗素子２０２と容量素子２０３とで構成されるロー
パスフィルタの、抵抗素子２０２の両端子間の電圧差を検出する構成とした。また、ロー
パスフィルタ２０１のパスできる周波数よりも、抵抗素子２０２と容量素子２０３とで構
成されるローパスフィルタのパスできる周波数の方が高くなる構成とした。そして、人が
横切る、人の手が近づく、カーテンが風で揺れる等で発生した光量変化による遅い周波数
の電圧変化は、抵抗素子２０２と容量素子２０３とで構成されるローパスフィルタでパス
できる構成とした。
【００２８】
　上記構成とすることで、周囲の明るさによらず、一定の光量変化を検出することができ
る特徴を有することができる。つまり、人が横切る、人の手が近づく、カーテンが風で揺
れる等で発生した光量変化を検出することがなく、周囲の明るさが変化しても一定の光量
変化を検出することができる特徴を有することができる。
【００２９】
　図２のリモコン信号検出回路の光を検出する部分は、光センサとして使用するフォトダ
イオードの発電電流によって光を検出しているため、一般的な光センサと違って待機時に
消費電流を全く消費しない。また、レベルシフト回路も入射光量に変化が無い場合は、入
力端子にＧＮＤ端子電圧が入力されるため、消費電流を全く消費しない。そのため、図２
のリモコン信号検出回路は、待機時に電力を消費することなく、光の急激な増加を検出す
ることができる。
【００３０】
　しかし、図２のリモコン信号検出回路は、一般的な赤外線受信に用いられる逆接続のフ
ォトダイオードやフォトトランジスタを使う受信回路と違い、赤外線のキャリア周波数で
変化するような変化速度の速い赤外線信号に出力が追従して変化しないようになっている
。これは、フォトダイオードの発電電流で光量の変化を見るようとすると、アノード・カ
ソード間に発生する寄生容量が大きくなるため、光量の変化に対する反応が一般的な受信
回路に比べて緩やかになるためである。
【００３１】
　そのため、リモコン信号検出回路は、一般的なリモコンの赤外線信号のキャリア周波数
である３８　ｋＨｚの信号が入射されたことは検知できるが、その信号に含まれるコード
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を読み取ることができない。
　よって、機器識別装置にリモコン信号検出回路とは別に赤外線信号に含まれるコード信
号を読み取る回路を設ける必要がある。その他にも、リモコンの機器選択信号のキャリア
周波数をリモコン信号検出回路が追従できる速度にまで落とす方法が考えられる。
【００３２】
＜操作対象となる電子機器について＞
　赤外線リモコンで遠隔操作できる一般家庭における家電や玩具、業務で使用される１台
の端末から操作される複数の電子機器などが考えられる。
　また、赤外線だけでなく、無線で制御する電子機器でも本実施形態のリモコンシステム
を使うことができる。無線で制御する電子機器の場合であっても、リモコンから機器識別
装置へは赤外線通信を使うので、電子機器に向けてリモコンの機能を選択することができ
る。
【００３３】
＜実施環境例＞
　図３に本実施形態のリモコンシステムの実施環境例を示す。図３において、３０１はリ
モコン、３０２、３０３、３０４はリモコンで操作できる電子機器である。
　この例では、リモコン３０１は、赤外線送受信機能のあるスマートフォンを想定してい
るが、その他の赤外線送受信機能のある端末でもよい。また、リモコン３０１の操作対象
となる赤外線リモコンで操作される電子機器としてコンポ３０２、テレビ３０３、エアコ
ン３０４を想定しているが、その他の赤外線信号で遠隔操作される電子機器でもよい。
【００３４】
　各電子機器にはリモコン３０１からの赤外線信号を受け取りやすい位置に、機器識別装
置３０５が付けられている。
　機器識別装置３０５は、リモコン３０１と赤外線通信を行い、自身が付けられている電
子機器が何であるかリモコンに識別させる役割をもっている。
【００３５】
　使用者はリモコン３０１を操作したい対象の電子機器に向け、リモコン３０１上の選択
ボタンを押すとリモコン３０１の画面が操作対象の電子機器を操作するためのインターフ
ェイスに変わり、操作対象の電子機器を遠隔操作できるようになる。
【００３６】
　例えば最初、リモコン３０１にはテレビ３０３を操作するためのインターフェイスが表
示されているとする。今、使用者がエアコン３０４を操作したいとすると、リモコン３０
１をエアコン３０４の方に向け、リモコン３０１上の選択ボタンを押す。すると、リモコ
ン３０１の表示がエアコン３０４を操作するためのインターフェイスに変わり、エアコン
３０４を遠隔操作できる状態になる。その後の操作は、タッチパネル上の操作ボタンを押
すことで、一般的な赤外線リモコンと同様に電子機器を遠隔操作できる。
【００３７】
　以上の実施環境例は、従来のリモコンシステムと同様だが、本発明では機器識別装置３
０５におけるリモコンからの機器選択信号を待つ待機時の消費電力を必要最小限に抑える
ことで、上記リモコンシステムを低消費電力で実現することができる。
【００３８】
＜本実施形態のリモコンシステムの動作フロー＞
　図４に本実施形態のリモコンシステムの動作フローを示す。図４において、各動作は上
から順に行われていくものとする。
　リモコンによって操作する対象となる電子機器を選び、その操作をするまでの動作の流
れを以下に説明する。
　初期状態では機器識別装置は、ほとんど電力を消費しない待機状態にある（Ｓ０）。
　リモコンを機器識別装置の取り付けられた操作対象に向け、「選択」ボタンを押す（Ｓ
１）。
　リモコンから赤外線で選択信号が送信される（Ｓ２）。
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　リモコンは選択信号を送信すると、識別信号の受信待ち状態に入る。
【００３９】
　機器識別装置はリモコンからの赤外線信号を受信すると、その赤外線によってリモコン
信号検出回路が反応し（Ｓ３）、電源制御部が赤外線受信部、信号解読部、赤外線送信部
に電源を供給する（Ｓ４）。
　起動されたリモコン信号受信部は、リモコンからの赤外線信号のコードを解読し（Ｓ５
）、それが機器選択信号であれば受信処理を終了する。
【００４０】
　もし、赤外線信号のコードが機器選択信号でなければ、コード解読部は電源制御部を通
じてリモコン信号受信部の電源供給を止め、初期状態に戻る（この場合は機器識別コード
信号の送信（Ｓ６）を行わず、待機状態（Ｓ７）へ）。
　その後、機器識別装置は赤外線で自身が取り付けられている家電を表す機器識別信号を
リモコンに向け送信する（Ｓ６）。
　機器識別装置は機器識別コード信号を送信すると、リモコン信号受信部の電源供給を止
め、初期状態に戻る（Ｓ７）。
【００４１】
　リモコンは、機器識別装置から機器識別コード信号を受け取ると、自身をその機器識別
コード信号に該当する機能に変更するために、画面に機器別のインターフェイスを表示し
たりボタンの機能を変更したりする（Ｓ８）。
　その後、リモコンを操作することで一般的な赤外線リモコンと同様に操作対象を遠隔操
作することができる（Ｓ９～Ｓ１１）。
　Ｓ０、Ｓ７の待機状態において、機器識別装置では、電源制御部により赤外線受信部、
信号解析部、赤外線送信部の電源は切られており、リモコン信号検出部では待機状態に電
力をほとんど消費しないので、機器識別装置全体でもほとんど電力を消費することがない
。
【００４２】
　もし、リモコンの機器選択信号を複数の機器識別装置が同時に受信した場合、機器識別
装置から機器識別コード信号を同時に送信すると、複数の機器識別装置からの赤外線信号
が混信し、リモコンで正しく受信することができない。これを防止するためには、機器識
別装置において、リモコンからの機器選択信号を受け取ってから機器識別コード信号を送
信するまでに、機器識別装置ごとに固有の遅延時間を設けて、複数の機器識別装置から同
時に機器識別コード信号が送られないようにする方法が有効である。ただし、リモコンか
らの機器選択信号が各機器識別装置に届く時間が、前記遅延時間を相殺する場合は、結局
同時に機器識別コード信号が送信されてしまうため、それを防ぐためにリモコンから機器
選択信号が送られる間隔は、最小で機器識別装置ごとの遅延時間の最大値よりも長くしな
ければならない。
【００４３】
　また、複数の機器識別装置が候補となった場合に、リモコンからの選択信号をより強く
受け取ったものを優先的に選択するようにすることもできる。そのためには機器識別装置
において、受け取ったリモコン信号の強度に応じて機器識別装置ごとの遅延時間の間隔よ
りも小さい遅延時間の変化をもたせて機器識別コード信号を送信させ、リモコンにおいて
前記遅延時間を算出し、リモコン信号の強度が最も強かった電子機器を優先させる方法、
又はリモコンにおいて機器識別装置から送られてきた機器識別コード信号の強度を読み取
り、その強度の最も強い電子機器を優先させるなどの方法が有効である。
【００４４】
＜まとめ＞
　以上により、リモコン信号検出回路を用いた機器識別装置において、リモコンからの選
択信号を受信したときにのみ機器識別コード信号を送信する構成にすることで、待機時の
消費電力を必要最小限に抑え、使い勝手のよいリモコンシステムを提供することができる
。また、このリモコンシステムは電子機器の遠隔操作に限らず、光信号による発電を利用
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いることができることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４５】
１０１　リモコン信号検出部
１０２　電源制御部
１０３　赤外線受信部
１０４　信号解読部
１０５　赤外線送信部
２０１　ローパスフィルタ（ＬＰＦ）
２０４　検出回路
２１０　フォトダイオード
２１２　出力端子
２１３　レベルシフト回路（ＬＳ回路）
２１６　ＣＭＯＳレベル信号出力端子
３０１　リモコン
３０２　コンポ
３０３　テレビ
３０４　エアコン
３０５ａ～ｃ　各電子機器に付けられた機器識別装置
５０１　電源部

【図１】

【図２】

【図３】
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